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【提出日】平成24年10月12日(2012.10.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１３】

［式中、
　Ｒ１は、場合により、ヒドロキシル、Ｃ１－Ｃ５アルコキシ、アリール及びヘテロアリ
ールより選択される１～２個の置換基で置換されている、Ｃ１－Ｃ５アルキルであり；
　Ｒ２は、Ｃ１－Ｃ５アルキル、カルボサイクル、ヘテロサイクル又はヘテロアリール（
各々、場合により、アミノ、ヒドロキシル及びＣ１－Ｃ５アルコキシより選択される１～
２個の置換基で独立に置換されている）であり；
　Ｒ３は、結合、－（ＣＨ２）ｎ、－Ｃ（Ｏ）－、Ｏ、ＮＨ又は－Ｓ（Ｏ）ｍ－であり；
　Ｒ４は、水素、Ｃ１－Ｃ５アルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ヘ
テロシクリル又はヘテロアリール（各々、場合により、Ｃ１－Ｃ５アルキル、アシル、ハ
ロゲン、ヒドロキシル、オキソ及びＣ１－Ｃ５アルコキシより選択される１～３個の置換
基で独立に置換されている）であり；
　Ｗは、Ｎ、Ｏ又はＣＨであり、ここで、ＣＨは、場合により、ハロゲン、Ｃ１－Ｃ５ア
ルキル、Ｃ１－Ｃ５アルコキシ又は－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ２で置換されており、ここで、該窒
素原子は、場合により、Ｃ１－Ｃ３アルキル基で一置換又は二置換されており；
　Ｘは、Ｎ又はＣＨであり；
　Ａｒは、フラニル、チアゾリル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピロリル、ピリジニル、
ピリミジニル、ピリダジニル及びキノリニルより選択される、ヘテロアリール環であり；
　各ｍ、ｎは、０～２であり；
　　　ここで、各Ｒ１～Ｒ４は、場合により、部分的又は完全にハロゲン化されている］
で示される化合物、又はその薬学的に許容しうる塩。
【請求項２】
　Ｒ１が、場合により、ヒドロキシル及びＣ１－Ｃ５アルコキシより選択される１～２個
の置換基で置換されている、Ｃ１－Ｃ５アルキルであり；
　Ｒ２が、Ｃ１－Ｃ５アルキル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、テト
ラヒドロピラニル、ピペリジニル又はピペラジニル（各々、場合により、アミノ、ヒドロ
キシル及びＣ１－Ｃ５アルコキシより選択される１～２個の置換基で独立に置換されてい
る）であり；
　Ｒ３が、結合、ＣＨ２、Ｏ、ＮＨ、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）ｍ－又は－ＳＯ２－であ
り；
　Ｒ４が、水素、Ｃ１－Ｃ５アルキル、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、モ
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ルホリニル、チオモルホリニル、１，１－ジオキソ－１λ６－チオモルホリニル、ピペラ
ジニル、ピペリジニル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピロリル、ピロリジニル又はピリジ
ニル（各々、場合により、Ｃ１－Ｃ５アルキル、アシル、ハロゲン、ヒドロキシル、オキ
ソ及びＣ１－Ｃ５アルコキシより選択される１～３個の置換基で独立に置換されている）
であり；
　Ｗが、Ｎ、Ｏ又はＣＨであり；
　Ｘが、Ｎ又はＣＨであり；
　Ａｒが、フラニル、チアゾリル、ピラゾリル、イミダゾリル、ピロリル、ピリジニル、
ピリミジニル及びピリダジニルより選択される、ヘテロアリール環である、
請求項１記載の化合物。
【請求項３】
　Ｒ１が、Ｃ１－Ｃ５アルキルであり；
　Ｒ２が、Ｃ１－Ｃ５アルキル又はシクロヘキシルであり；
　Ｒ３が、ＣＨ２又は－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｒ４が、水素、モルホリニル、チオモルホリニル、１，１－ジオキソ－１λ６－チオモ
ルホリニル、ピペラジニル、ピペリジニル、ピラゾリル又はピリジニル（各々、場合によ
り、１～３個の置換基Ｃ１－Ｃ５アルキルで独立に置換されている）であり；
　Ｗが、Ｎ又はＣＨであり；
　Ａｒが、フラニルである、
請求項２記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ１が、メチルであり；
　Ｒ２が、イソプロピル又はシクロヘキシルであり；
　Ｒ３が、ＣＨ２又は－Ｃ（Ｏ）－であり；
　Ｒ４が、水素、モルホリニル又はピリジニル（各々、場合により、１～３個のメチル基
で置換されている）である、
請求項３記載の化合物。
【請求項５】
　Ｘが、ＣＨである、請求項１～４のいずれか一項記載の化合物。
【請求項６】
　Ｘが、Ｎである、請求項１～４のいずれか一項記載の化合物。
【請求項７】
　下記：
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【表３】
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より選択される化合物、又はその薬学的に許容しうる塩。
【請求項８】
　治療有効量の請求項１～７のいずれか一項記載の化合物ならびに１つ以上の薬学的に許
容しうる担体及び／又は佐剤を含む、医薬組成物。
【請求項９】
　関節リウマチ、変形性関節症、骨粗鬆症、歯周炎、アテローム性動脈硬化、うっ血性心
不全、多発性硬化症及び腫瘍転移より選択される疾患を処置するための、請求項８に記載
の医薬組成物。
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